



Effect of the race pattern on performance of sprint hurdles
Shun　Koseki
Abstract
  The purpose of this study was to investigate the relationship between race pattern 
of 110-m hurdle races, which include the characteristics acceleration and deceleration 
of each step and performance. The results were summarized as follows:（1）faster 
hurdlers had larger running speed during whole of the race, and the longer distance of 
acceleration.（2）From the 1st to 5th steps of the approach section can greatly increase 
the running speed, which is more important for faster hurdlers. （3）One factor that 
causes deceleration during the race is to increase of deceleration in the first half of the 
support phase of the second and fourth step.









見られず，ほとんどの競技者が 51 ～ 52 歩で
ゴールする（苅部，2013）．2018 年 9 月現在，
110mH 走の世界記録は 12 秒 80，日本記録は












































































2013 年から 2017 年に開催された公認競
技会（国内外の競技会を含む）における




プ 13（以降 G13 と表記），14.00-14.99 秒で
あった 19 名をグループ 14（以降 G14 と表
記），15.00-15.99 秒であった 17 名をグルー













1 から 3 台のデジタルビデオカメラ（GC-
LJ20B　ロジカルプロダクト社製）を用い
て，撮影スピード 240fps または 300fps，


































































実験設定は図 2 の通りである．50 枚の
フォースプラットフォーム（TF-90100，
テック技販社製）を埋設した室内の全天候


















































































討 す る た め に，1st，2nd，3rd，4th の 各
算出項目に関して，統計処理ソフト（IBM 



























いて G13 は G14 に比べ加速が有意に大き
かった．また，最高速度到達区間を比較す
ると，G13 は半数以上が 3rd 付近で最高速
度が出現しているのに対し G15 は 17 人中




















定義すると，G13 は Approach から 3rd ま
でを加速区間，4th から 7th までを速度維
持区間，8th 以降を減速区間と定義でき
る．G14 では Approach から 1st までを加
速区間，2nd から 5th までを速度維持区間，
6th 以降を減速区間と定義できる．G15 は














































































































では，3rd は 1st と比較して 4 歩目の支持
時間が有意に長くなっていた（図 9）．また，
支持期前半の支持時間は，3rd は 1st と比





積は，2 歩目と 4 歩目では徐々に増加する
傾向がみられた．柴山ら（2011）は，1 サ











図 10　 4 歩目の支持期の支持脚に作用する鉛直方向の
力積









1st と比較して 2nd，3rd で有意に大きく
なっており，4th まで徐々に増加する傾向
がみられた．また，有意差はみられなかっ
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